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福 留 要 子＊
A consideration to the involvement of students in the volunteer’s activity
which develops their expressive power in words
──Change in student’s consciousness through the experience as a child raising volunteer──
Yoko Fukudome
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日 活動内容 場所 子ども 保護者 学生
5/11 コーナー遊び 保育実習室 12 7 13
6/8 運動遊び・親子遊び 保育実習室 8 6 14
7/6 七夕制作しよう（おり姫・ひこ星） 保育実習室 8 4 10
9/21 作って遊ぼう（びりびりミノムシ） 保育実習室 13 7 7
10/26 大学祭に行こう（一緒にあそぼ！） 学内 15 9 18
12/7 楽しいクリスマス 保育実習室 12 9 16
1/11 子ども新年会（お正月あそび） 保育実習室 21 13 11
2/8 節分会お別れ会 保育実習室 17 9 9
活動は土曜日の午前 10時から 1時間半で行った。
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色！」と答える様子から、質問の意味が分かって答えて
いることや、「競争の時には頑張れ！と応援できる」姿
から、その場の状況に応じた言葉も発していることに気
づき、子ども達はしっかりとそのものや状況を理解して
言葉にしていくようになる成長過程として捉えたようで
ある。
表 3は、『言葉で表現する力を育む関わり』について
の学生の気づきである。このコードは、インタビューで
最も多く抽出された。学生は子ども達が話したくなるよ
うな関わり方を試行錯誤している。《学生の関わり》で
は、自分たちの関わり方について「学生からの声かけは
ずっと同じようにし続ける」「子どもの反応がないとこ
ろで諦めてはそこで終わる。子どもとの関係もそこで終
わる」「話しかけ続けることで信頼関係が生まれ話して
くれるようになる」と子どもを全面的に受け止め、信頼
関係を作ることが大切であることを学んでいる。また、
表 2 『言葉の成長』に対しての気づき
カテゴリー コード名 コード
言葉の成長 子どものことばの育ちの
変化
・年齢に関係なくどの子も返答がなく言葉を出さなかった
・挨拶しても反応が無かったが、自ら挨拶するようになってきた（4歳児）
・1歳児だった子ども達は、2年間の間でとても言葉が増えている（3歳児）
・何も話せなかった子ども達が理解できる物だけでも言葉を発している（1歳児）
・質問に対して単語で返すだけであったが、言葉数が増えた（2～3歳児）
・1つの質問に対して返事すれば終わりだったが、話しが広がり会話できる（5歳児）
・学生に対しての関わりが多かったが、子ども同士で話す姿も出てきた（5歳児）
物や状況と言葉の合致 ・「これは何？」「何色？」⇒「飛行機、バス、青色」の様に理解して質問に答える
・何も言わず玩具を取り遊んでいたが、「お寿司！」と言葉に出して取ってって遊ぶ
・競争の時には「頑張れ！」と応援できる
・「倒れた！」と目の前で起こったことを言葉で言い直しできる
・自分でしたことを言葉にできる
・遊びのイメージを言語化しながら遊べる
・朝は先ず挨拶の言葉をかけてから遊ぶことが出来るようになった
表 3 『言葉で表現する力を育む関わり』に対しての気づき
カテゴリー コード名 コード
言葉で表現
する力を育
む関わり
学生の関わり ・学生からの声かけはずっと同じようにし続ける
・子どもが自分も話してみたいと思えるような雰囲気で話しかける
・子どもの反応がないところで辞めてはそこで終わる子どもとの関係もそこで終わる
・話しかけ続けることで、信頼関係が生まれ話してくれるようになる
・子どもの言葉にすぐに反応する
・子どもの話を遮ると伝えたいことが消されてしまうので、先ずは聞き役になる
・子どもの言葉・行動を否定せず、プラスの言葉で返答する
・まだ言葉が出ない低年齢児には、子どもの行動を言葉に出して関わった
・自分から話さない子に積極的に話しかけた
・自由な気持ちで良い雰囲気があるので自分を出しやすい
・学生が全部受けとめるので安心して自分を出してくる
・きちんとコミュニケーションを取っておくことがまた話したくなる気持ちに繋がる
興味のあるものを
介しての関わり
・持ってきた玩具で子ども同士お話する姿があった
・興味のあるものであれば、自分の気持ちを素直に言葉にする
話し相手や話す機会
タイミング
・「ジュモ」に来ると話したいときにたくさん聞いてくれる人がいる
・話せる人が多い場を得ることで話すきっかけとなる
・聞いて欲しい時に聞いてくれる人がいることが話す意欲につながる
思いの共感 ・子どもの言葉をしっかりと聞き、同じ気持ちで言葉を返す
・子どもの気持ちを代弁する事で、言葉として気づいていくきっかけとなるのではない
か
兄弟・姉妹の影響 ・0歳児から来ている弟が兄を真似して言葉を繰り返していた
・大好きという気持ちで追いかけているうちにたくさん喋るようになっていて凄いと思
う
・同じ年の兄弟のいない他児より、言葉が達者である
・自分より小さい子もいるのでお兄ちゃん・お姉ちゃんぶりたい
保護者の影響 ・自分の子どもに誘いかけを促し、中に入れない他児に「一緒に行こう！」と遊びに誘
っていた
・「お母さんにみといてもらう」と言いながら頑張る姿があった
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「子どもの言葉や行動を否定せず、プラスの言葉で返答
する」「学生が全部受けとめるので安心して自分を出し
てくる」「きちんとコミュニケーションを取っておくと
また話したくなる気持ちに繋がる」など、否定的な言葉
は使わず肯定的に子どもと接することで子どもの話す意
欲に繋がり、言葉を交わす喜びを味わえるようにすると
いう教育要領第 2章言葉の内容の取扱い1）に示されてい
る留意点に添った学びとなっている。
《興味のあるものを介しての関わり》では、月 1度の支
援活動で学生との関係は築けていても、兄弟姉妹以外の
子ども同士の関わりがあまり見られないという事に気づ
いた。子ども同士にどのように関わりをもたせていけば
よいかという課題の中で、「持ってきた玩具で子ども同
士お話する姿があった」から、玩具が仲立ちとなって子
ども同士が会話し「興味のあるものがあれば自分の気持
ちを素直に言葉にする」ことを学んだ。《話し相手や話
すタイミング》では、「ジュモに来ると話したいときに
たくさん聞いてくれる人がいる」ので、子どもは学生の
人数が十分な場合、話す機会も増え話したい時に話した
いだけ話せる。子どもが聞いて欲しいタイミングで聞い
てくれる人が傍にいることで、話そうという意欲に繋が
ることにも学生は気づいた。《思いの共感》では、「子ど
もの言葉をしっかりと聞き、同じ気持ちで言葉を返す」
で、言葉に込められた気持ちを感じ取り、同じ気持ちで
返す大切さを学んだ。言葉の未発達な低年齢児に関して
は、子どもの気持ちを学生が言葉にして代弁していく事
でこの気持ちはそういう言葉なのだと、言葉として獲得
するきっかけとなるのではないかと考えていた。《兄弟
姉妹の影響》《保護者の影響》では、「0歳からきている
弟が兄の真似をして言葉を繰り返していた」「追いかけ
ているうちにたくさん喋るようになっていて凄いと思
う」などから、上に兄弟姉妹がいて大好きという気持ち
や憧れる気持ちから真似をしたくなり自然と言葉を覚え
ていく機会があるので、言葉の獲得も早くなるのではな
いかと考え「自分より小さい子もいるのでお兄ちゃんお
姉ちゃんぶりたい」と、異年齢児の集まりでは自分より
小さい子もいるので、年上ぶりたい気持ちも芽生えよく
話すようになるのではないかなどの学生の考察も語られ
た。また「お母さんにみといてもらうといいながら頑張
る姿があった」ことから、保護者の存在によって子ども
が安心し頑張ることができたり、その促しで他児と関わ
ろうとしたりする姿がみられ、保護者の存在の大きさを
再認識した。『言葉で表現する力を育む関わり』のカテ
ゴリーでは、言葉で表現する力を引き出していくには子
どもを取り巻く環境、即ち物的環境、人的環境などに大
切な役割があることを学んだと考えられる。
『領域言葉のねらいとの関連性』のカテゴリーでは、幼
稚園教育要領、保育所保育指針、認定こども園教育・保
育要領に示されている「言葉」のねらいを踏まえながら
インタビューを進めた（表 4）。「言葉」のねらいは、大
きくは〔経験したことや考えたことなどを自分なりの言
葉で表現し、相手の話す言葉を聞こうとする意欲や態度
を育て、言葉に対する感覚や言葉で表現する力を養う〕
というものであり、具体的に以下の 3つをねらいとして
示している。
①自分の気持ちを言葉で表現する楽しさを味わう。
②人の言葉や話などをよく聞き、自分の経験したことや
考えたことを話し、伝えあう喜びを味わう。
表 4 『領域言葉のねらいとの関連性』についての気づき
カテゴリー コード名 コード
領域言葉の
ねらいとの
関連性
自分の気持ちを言葉で
表現する楽しさを味わう
・子どもの挨拶に、「有難う、きてくれたんだね！」とまず声をかけてくれたことに対
しての認めの言葉をかけることでニコニコした顔になった
・なかなか上手く出来なかった悔しさを傍で一緒に共感していると出来た時に「やった
ー！」とハイタッチしてきたことが印象的
人の言葉や話などをよく
聞き自分の経験した事や
考えたことを話し、伝え
あう喜びを味わう
・今日の活動（豆まき）の話をしている時に、幼稚園でした事も具体的な言葉がたくさ
ん出てきた
・ランドセルの話を聞いた時に、小学校が楽しみな話なども出てきた
・一つの言葉を聞いただけでたくさんの話が広がり、楽しいことは自分から発信してく
るようになった
・一生懸命思いだそうと話ししていて、楽しかったことを伝えたい気持ちが出ていた
・幼稚園などで他児が話していることも良く聞いていると思う
・他児の言葉や会話を聞いて吸収している
日常生活に必要な言葉が
解る様になるとともに、
絵本や物語などに親しみ
言葉に対する感覚を豊か
にし、先生や友達と心を
通わせる
・今日する遊びの前置き、導入として読んでいた
・節分なら節分ってどんな事ということをより明確にするため
・自分たちの言葉で伝わっているか分からないので、絵など視覚からも分かるように
・活動後の絵本は、気持ちを落ち着かせるため
・座って聞いている
・集まって聞いている
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③日常生活に必要な言葉が分かるようになるとともに、
絵本や物語に親しみ、言葉に対する感覚を豊かにし、先
生や友達と心を通わせる。
学生は、常に「言葉」のねらいを意識していた訳では
ないが、自分たちが行ってきた関わりの中にねらいを達
成するための働きかけがあったことに気づいた。《自分
の気持ちを言葉で表現する楽しさを味わう》では、子ど
もの挨拶に「有難う来てくれたんだね！」と子どもから
発信された表現に対して、学生がまずそれを受けとめた
ことにより認められた嬉しさから話す楽しさに繋がるの
ではないかと感じたようである。また子どもの内面の思
いを学生が感じ取り共感し寄り添うことで、自分の思い
を言葉に出して伝えたのではないかということにも気づ
いた。《人の言葉や話などをよく聞き、自分の経験した
ことや考えたことを話し、伝えあう喜びを味わう》で
は、学生の話や質問に対して子どもが経験してきた話を
思い出しながら一生懸命伝えようとしている姿や、「ラ
ンドセルの話を聞いた時に小学校が楽しみな話なども出
てきた」から、まだ経験していない未来にむけての自分
の思いや考えなども話し出し子どもの言葉の成長を感じ
ると共に、なぜその様な返答が出来たのかという疑問が
出てきた。その点について意見を出し合う中で、幼稚園
などで他児の話をよく聞いているのではないか、他児の
言葉や会話を聞いて吸収しているのではないかという意
見が出た。《日常生活に必要な言葉が分かるようになる
とともに、絵本や物語にも親しみ、言葉に対する感覚を
豊かにし、先生や友達と心を通わせる》では、〈ジュモ
の活動のなかで、毎回絵本や紙芝居を読んでいたのはな
ぜか〉と質問してみたが、学生からは、「今日する遊び
の前置き、導入として読んでいた」「節分なら節分って
どんな事？というのをより明確にするため」と今日の活
動の導入や活動内容をより明確になるよう、言葉だけで
なく絵など視覚からも理解できるように読み、活動後の
絵本は気持ちを落ち着かせるために読んでいたと「言
葉」のねらいとは違う視点で、学生の思いで使い分けて
取り組んでいたものであった。〈子どもは絵本をどのよ
うに聞いていたか、絵本は子どもには定着していたか〉
の筆者の質問に、「座って聞いていた」「集まって聞いて
いた」などの絵本の聞き方についての答えであった。
〈自分が読む日と、他学生が読んでいる日の感じ方は？〉
の質問では、「自分が読んでいる時は絵本と目の前の子
どもに必死になり、奥まで見ていなかった」と全体の様
子に目を配れなかったことの振り返であったり、他学生
が読んでいる時は「役になりきって分けて読んでいる」
「このくらいの声を出すとここまで届く」ということを
感じ、子どもが楽しめるような読み方、興味を引き付け
るような絵本の読み方を他学生から学んだと考えてい
る。その後「季節感のあるもの」「活動に関するもの」
「子どもの集中時間にあったもの」などの絵本選びにつ
いての気づきに留まり、領域「言葉」のねらいに対する
学びには至らなかった。
ま と め
領域「言葉」のねらいとしている言葉で表現する楽し
さや伝え合う喜びを、また子どもが感じることのできる
関わり方を、自身や他学生の関わりや子どもの反応から
学んだことが、学生の気づきから推察できる。ボランテ
ィア活動多胎児子育て支援「ジュモ」は、多胎児の親子
教室であり、殆んどの親子が就学前まで続けて参加する
ため、学生が子どもと関わる期間は 2年ではあるが、子
ども達の成長をありのまま身近に感じる事が出来る。学
生は毎回活動後の振り返りで変化を伝え合い、感動を共
有していた。時には子どもの育ちを喜び合い、次回の活
動内容を立案する意欲となっていた。その間、先輩や後
輩の関わりから学ぶ事も多いとの声もあり、ボランティ
アを通して学生同士の関わり方を意識するようになった
部分もある。また、既存の実習のみではなく子ども達と
実際に関わり、立案から準備、実践、振り返りと保育者
として必要となる力を身につけていく事のできる一定の
教育効果もあったのではないかと考えている。インタビ
ューでも、自由記述のアンケート中でも、言葉の成長に
対して関わり始めた当初から、発語も言葉数も増え、変
化している子ども達に対して、学生自身の関わり方も変
化してきたことが窺える。子どもの言葉で表現する力を
育むには、人的環境である周りの大人の関わり方が大き
く影響すること、子どもをしっかりと受け止めて内面を
理解すること、子どもの遊びや興味のある物から言葉を
引き出すことなどを、学生自身が明確に捉え学びに繋げ
たのではないかと考えている。
本研究は、子育てボランティア経験を通して、学生は
授業において既に学んだであろう子どもの言葉の発達過
程を認証し、子どもが言葉で表現する力を育むための保
育者の関わりを、主体的に学び取ったと信じている。
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